
a  … 3  … 1  … 0  … 1 … 3  … 

b － 0 ＋ ＋ ＋ 0 － － － 0 ＋ 

b   ＋ ＋ ＋ 0 － － － 0 ＋ ＋ ＋ 

b             

 

t  … a  … 1  … 1 … 

)(tf   － 0 ＋ 0 － 0 ＋ 

)(tf         

 

t  … 1  … a  … 1 … 

)(tf   － 0 ＋ 0 － 0 ＋ 

)(tf         

 

t  … 1  … 1 … a  … 

)(tf   － 0 ＋ 0 － 0 ＋ 

)(tf         

 

1990年京大後期理(理学部以外)□1  

24 6xxy  上の点 )6,( 24 ttt  における接線は 243243 63)124(6))(124( ttxtttttxtty   

これが ),( ba を通るとき 243 63)124( ttattb   012643 234  battatt  ──① 

四次方程式①が、相違なる 4つの実数解を持てばよい。 

 

battatttf  12643)( 234 とすると 

 ))(1)(1(1212121212)( 23 atttatatttf   

0)(  tf が相違なる 3つの実数解を持つから、 1a であり、 

 3812643)1(  babaaf  3812643)1(  babaaf  

 baabaaaaaf  242244 612643)(  

 

1a のとき 

)(tf 増減は右の通りで、 0)1(,0)1(,0)(  ffaf  

 38,38,6 24  ababaab  

 

11  a のとき 

)(tf 増減は右の通りで、 0)1(,0)(,0)1(  faff  

 38,6,38 24  abaabab  

 

a1 のとき 

)(tf 増減は右の通りで、 0)(,0)1(,0)1(  afff  

 24 6,38,38 aababab   

 

24 6aab  の増減と凹凸は、 

)3(4124 23  aaaab  )1(121221 22  aab  

より、下の通り。 

 

 

 

 

 

386 24  aaa とすると 

 0)3()1(386 324  aaaaa  

386 24  aaa とすると 

 0)3()1(386 324  aaaaa  

 

),( ba の存在範囲は右図の通り。境界線を含まない。 

38,38  abab は、 24 6aab  の変曲点における 

接線である。 
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1990年京大後期理(理学部)□1  

0)(  xf より、 )(xf  は単調増加である。 

 

ax  のとき 
ax

afxf
xg






)()(
)( より )()()()( afxfxgax   

両辺微分すると )()()()( xfxgaxxg   ──① 

 

ax  のとき 

平均値の定理より、 acxcf
ax

afxf
xg 




 ),(

)()(
)( であるような実数 c が存在するので、 

①より )()()()( xfxgaxcf   )()()()( cfxfxgax   

 0 ax であり、 )()( cfxf  より 0)()(  cfxf であるから 0)(  xg  

 

xa  のとき 

平均値の定理より、 xcacf
ax

afxf
xg 




 ),(

)()(
)( であるような実数 c が存在するので、 

①より )()()()( xfxgaxcf   )()()()( cfxfxgax   

 0 ax であり、 )()( cfxf  より 0)()(  cfxf であるから 0)(  xg  

 

したがって、 ax  のとき、 0)(  xg が示された。 

 

一方、 )(
)()(

lim)(lim af
ax

afxf
xg

axax








より、 )(xg は ax  においても連続である。 

ax  のとき 0)(  xg であるから、 ax  の近傍において、 )(xg が減少することはない。 

 

以上により、 )(xg は増加関数である。(証明終) 


